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JICA  ルサカ郡総合病院運営管理能力強化プロジェクト

CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して
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法月チーフアドバイザーと、キャセル・チボラ環境衛生官、ニャンガ専門家によるチャワマ病院
でのコレラ治療センターの準備の様子。

ルサカ州の1次レベル
病院のコレラ治療セン

ター設置を支援

効果的な病院管理の
ための適切な運営管

理能力を議論

フォト・フォーカス
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11月にルサカ州の1次レベル病院の
コレラ治療センター設置を支援

カシオペアプロジェク
トは2023年11月、
ルサカ州 および 郡
保健局と連携して、

ルサカ州5つの1次レベル病院
やその他のルサカ州内の病院・
医療施設にコレラ治療センタ
ー・ユニットの準備・設置の支
援を実施しました。

	 各病院へ訪問中、プロ
ジェクトの法月チーフアドバイ
ザーとニャンガ専門家は、特に
コレラ治療センター・ユニット
（CTC・CTU）で働く病院スタッ
フと会い、彼らをサポートし、
患者からスタッフへの感染や
患者間、スタッフ間の感染の
可能性を抑制、最小限に抑え
るための指導を行いました。

	 カ シ オ ペ アプ ロ ジ
ェクトでは、感染予防と制
御（Infection	 Prevention	
Contol）が重要な焦点のひと
つとされています。法月チーフ
と州・郡保健局の職員が、この
プロトコルの効果的で効率的
な運用の重要性を病院スタッ
フや管理職と共有し、強調しま
した。交差感染や感染リスク
に関連する問題にも取り組ま
れ、患者と病院スタッフの双方
のリスクを最小限に抑えるた
めの対策が講じられました。

	 プロジェクトチームの
指導のもと、5つの病院は設

営準備において、CTCやCTU
内でエリアの区分けを行いま
した。具体的には、スタッフエ
リアと患者エリアを分け、ま
た個人用保護具の着脱エリ
ア等を設けることを指します。
	
	 カシオペアチームは、病
院スタッフの協力を得て、患者
に治療センターの場所を示す
案内看板や手洗いに関するポ
スター、廃棄物処理（鋭利な器
具、一般廃棄物、医療廃棄物の
分別）、その他の予防措置に関
するポスターを設置しました。

	 しかし、いくつかの保
健施設では、雨期の始まりとと
もにコレラ患者数の増加に備
えるためのベッドスペースの
確保に関する課題が続いてい
ます。コレラ治療センターの設
置に関して病院が直面した他
の課題には、十分な手洗いス
テーションの不足や広い作業
スペースの欠如がありました。

		 ザンビア政府が10月19
日にルサカ州でコレラの発生
を宣言して以来、カシオペアプ
ロジェクトはルサカ州のすべ
ての1次レベル病院やコレラ
治療センターとユニットに指定
された他の病院が直面してい
るニーズや課題を引き続きモ
ニタリングしています。	

 

ニャンガ専門家とチレンジェ1次レベル
病院の環境衛生官の治療センター摂津
準備の様子

チャワマ1次レベル病院のコレラ治療セ
ンターで看護師が看板を設置

チパタ1次レベル病院のコレラ治療セン
ターの看板

カニャマ1次レベル病院の看護師によるコレラ治療センター設営準備の様子

上:	法月チーフとマテロ1次レベル病院のスタ
ッフが治療センター設立準備
下:	 州保健局スタッフの治療センター設立準
備の様子
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2023年の第1四半期から
第3四半期までのルサカ
郡統合会議が、11月7日
から10日までサザンサン

ホテルで開 催されました。この
会議には、ザンビア保健省、州
保健局、郡保健局、さらにはチャ
ワマ、チレンジェ、チパタ、カニャ
マ、マテロなどの様々な1次レベ
ル病 院や他の医 療 施 設のスタ
ッフが参加しました。また、協力
パートナーの代表者も出席し、
その一つとしてJICAカシオペア
プロジェクトも参 加しました。。

	 統合会議の目的は、ヘ
ルスマネジメント情報システム
（HMIS）の指標に対する地区の
成績と達成度を振り返ることでし
た。これには、健康促進、青年期
のHIV/AIDS、母子保健、人材など

の多岐にわたる指標が含まれて
います。これはカシオペアプロジ
ェクトの一環であり、病院の管理
能力を向上させ、施設における
エビデンスに基づく意思決定を
支援することを目指しています。

	 会議中、プロジェクトの法
月チーフアドバイザーが、プロジ
ェクトの任務として病院の管理
能力を強化し、質の高い医療サ
ービスの提供についてプレゼン
テーションしました。プレゼンで
は、病院のビジョンを顧客の経
験に結びつけるための戦略的な
計画と管理ツールの重要性が強
調され、測定可能な重要業績評
価指標を追跡することで明確な
行動計画を提供する必要性が説
かれました。

	 また、バランススコアカ
ードの重要性も共有されました。
それにより、病院の運営陣がデー
タを通じて病院のビジョンが他
の部門の活動とどのように結び
ついているかを視覚化し、要約す
ることができると強調しました。

	 参加者は、地区のサービ
ス提供に影響する医療セクター
の新たな問題についての最新情
報を受け取り、それについて議
論しました。さまざまな組織や保
健省の部署からの異なる参加者
が、様々な指標に関してどのよう
に進んでいるかについてプレゼ
ンテーションを行いました。多く
の病院や医療施設が、各部門の
目標達成に課題を抱えているこ
とが懸念されました。

効果的な病院管理のための適切な運営管理能力を議論

Photo	1:	プロジェクト専門家とルサカ郡委員会のローザ・ズールー氏、マセカ	ルサカ州保健局長
Photo	2:	参加者による全体集合写真

法月チーフアドバイザーによる病院の管理能力強
化に関するプレゼンテーションの様子

全体会議中に参加者が質問する様子
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チレ ン ジ ェ 1 次 レ
ベ ル 病 院 の 薬
局 は 、毎 日 何 百
人もの 患 者 が 訪

れます。ここでは良質な患者
ケアを 提 供 するた め 、病 院
が 入 手し、薬 局 から提 供 さ
れる薬の管理や追跡が重要
な 役 割 を 果 たしています。.

	 プロジェクトの塩田専
門家は、各部門での定期的な
医薬品在庫点検の際に、マコ
ワネ部門長と会いました。薬
局からの医薬品の受け取り状
況を把握するため、薬局部門
長が行う週次の在庫確認作
業を見学しました。訪問中に
繰り返し取り上げられた問題

は、病棟や他の作業環境に十
分なスペースがないため、医
療品や外科用品を保管するこ
とが難しいということでした。
	 特に懸念されたのは
小児科でした。調査による
と、必要な薬や機器を保管す
るための十分なスペースが
ないとのことでした。その問
題について、マコワネさんと
塩田さんが話し合いました。
	
		 病院内の収納スペー
ス不足の問題は、いくつかの
建物の改修・増築によって解
決されつつあります。これによ
り、大量の医療品を収容でき
るスペースが確保されます。

	 塩田専門家は、病棟が
使っているスペースや環境を
最大限に活用するための対
処方法も共有しました。さら
に、使用中の薬の中で期限切
れのものは取り除くことを促
しました。そして、期限が迫っ
ている薬が在庫過多な場合、
他の部門や施設で必要な人
がいるかどうかを見て、薬や
備品が無駄にならないように
共有することを提案しました。
	
	 マコワネ部門長は、
塩田専門家に対して、提案
が各部門間で医薬品が円
滑に流れるように考慮され
るよう、自らがその点を確
認することを約束しました。

医療品の在庫管理は、患者のケア向上に必要不可欠

Photo 3, Photo 4:	塩田専門家とマコワネ部門長が、小児科部門で看護スタッフと一緒に医薬品の在庫点
検を行う様子

Photo 1,	Photo 2:	.:	塩田専門家とマコワネ部門長の点検の様子	
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チレンジェ1 次レ ベ
ル 病 院 の 感 染 予
防 管 理 委 員 会 は
11月に大忙しでし

た。4半期最初の感染予防管理
（IPC）委員会が開かれ、2023

年11月24日の会議では、感染
予防と管理の分野で病院のさ
まざまな部門に影響する重要
な問題が取り上げられました。

	 ウシバント環境衛生官
がファシリテーターとして参
加したIPC会議では、委員会メ
ンバーが集まり、病院の感染
予防管理プロトコルや各部
門での役割について話し合う
機会が与えられました。彼ら
は感染予防委員会の代表と
して、各部門で取り組むべき
ことについて議論しました。

	 会議では、病院が感染
予防管理の面で進展や課題に
焦点を当てましたが、その中
で多くの良い点も話し合われ
ました。複数の部門が、自分た
ちの領域内でIPCの状況を改
善したことが評価されました。

	 ウシバント環境衛生官

は参加者に、患者の間で医療
従事者を消毒する際の適切
な手順を実演しました。実演
の後、使用された技術を評価
し、正しい手順についてフィー
ドバックが提供されました。

	 法月チーフアドバイ
ザーは、病院の I P Cレベル
の改善を評価し、ウシバン
ト環境衛生官は、参加者に
以前の会議で話し合われ、
合意されたI P Cプロトコル
に従うように促しました。

	 同会議で、IPC委員会
のリーダーは、病院全体で
の廃棄物管理エリアの設定
と、すべての部門にIPCポス
ターを掲示することを計画し
ていると述べました。この取
り組みは、プロジェクトのニ
ャンガ専門家の協力を得て、
成功裏に進められました。

	 ニャンガ専門家とウシ
バント衛生官は、全ての部署
での廃棄物の分別や異なる
区分けルールの重要性につ
いてオリエンテーションを行
いました。また、ゴミ箱を持っ

ていなかった部署に新しい廃
棄物用の容器を調達し、ごみ
袋の調達もゾーニングの色
に合わせるようにしました。

チパタ1次レベル病院で感染予防管理委員会会議が開催

Photo	3：ニャンガ専門家と産後ケア担当のゴマ看護師が、バケツにラベルを貼様子。
Photo	4：ウシバント環境衛生官が、2023年11月24日に開催されたIPC会議でプレゼンテーションを行ってい
いる様子

Photo	 1：	 IPCポスターを掲示し、廃棄
物管理エリアのゾーニング作業を行う
様子

Photo	 2：	 産科病棟の廃棄物箱に適切
なラベルが貼られ、廃棄物エリアが明
確に区分けされている様子
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カニャマ1次レベル病院でコレラ治療センターの準備を行う法月チーフとニャンガ専門家

フォト・フォーカス
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サザンサンホテルで開催されたルサカ郡統合
会議で、スピーチを行うズールー郡委員長

ルサカ郡統合会議参加者のコミュニケーション
の様子

マテロ1次レベル病院でネリームンバ薬剤師が
プレゼンテーションを行う様子

チパタ1次レベル病院で行われた、塩田専門家と
病院スタッフによる医療機器のラベリング作業の
様子

ニャンガ専門家と病院スタッフがチレンジェ1次
レベル病院の母子保健部門でIPCゾーニング作
業を行っている様子

チレンジェ1次レベル病院のIPC会議のウシバン
ト衛生官、ニャンガ専門家、サンドラ・シアムヨバ
医師


